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高知県香美地区

高知県香美地区の取組

実
践
地
域
の
概
要

　

香
美
市
は
、
高
知
県
の
北
東

部
、
高
知
市
か
ら
約
15 

km
内
陸

部
に
位
置
し
、物
部
川
、国
分
川
、

吉
野
川
の
源
流
域
か
ら
高
知
平

野
の
北
東
部
に
広
が
り
、
面
積

は
約
５
３
、８
２
２
ha
で
そ
の
う

ち
の
９
割
が
森
林
で
す
。

　

香
美
地
区
の
森
林
は
、
ス
ギ
、

ヒ
ノ
キ
を
中
心
と
し
た
人
工
林
が

約
７
割
を
占
め
、
間
伐
が
必
要
な

30
〜
50
年
生
程
度
の
林
齢
構
成

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
１
、

０
０
０
〜
１
、８
０
０
ｍ
の
高
峰
が
周
囲

に
そ
び
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
形
が

急
峻
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
特
徴
か
ら
、
作
業
道
の
開
設
は
概

し
て
厳
し
い
条
件
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。

森
づ
く
り
の
方
針

　

間
伐
を
繰
り
返
し
な
が
ら
大
径
材
を

生
産
す
る
こ
と
を
基
本
目
標
と
し
、
皆

伐
の
場
合
も
小
面
積
に
と
ど
め
、
林
地

保
全
を
図
り
つ
つ
、
植
栽
に
よ
る
資
源

の
循
環
を
図
っ
て
い
く
方
針
で
す
。

　

今
回
の
実
践
事
業
で
は
、
96 

ha
〜

８
０
０
ha
の
団
地
を
６
箇
所
設
定
し
、

35
度
以
上
の
急
峻
で
複
雑
な
地
形
に
対

応
し
た
ト
ラ
ク
タ

牽
引
式
の
タ
ワ
ー

ヤ
ー
ダ
シ
ス
テ
ム

を
採
用
し
、
高
性

能
搬
器
を
使
用
。

地
形
に
応
じ
た
路

網
を
主
体
に
、
洗

越
工
や
屋
根
型
路

面
工
等
の
組
合
せ

も
試
行
。
従
来
シ

ス
テ
ム
と
新
シ
ス

テ
ム
を
行
な
っ
た

区
域
等
１
１
８
ha

の
間
伐
を
行
な
い

ま
し
た
。

　

な
お
、
10

年
後
に
は
香

美
森
林
組
合

管
内
の
民
有

林
の
ほ
と
ん

ど
を
集
約
化

す
る
予
定
で

す
が
、
集
約

化
に
は
所
有
者
の
同
意
が
欠
か
せ
な
い

こ
と
か
ら
、
座
談
会
等
の
説
明
会
を
こ

ま
め
に
行
い
ま
し
た
。

路
網
整
備
と
作
業
シ
ス
テ
ム

　
「
作
業
シ
ス
テ
ム
の
検
討
と
路
網
配
置

の
検
討
は
一

体
で
あ
る
」

と
い
う
考
え

か
ら
、
急
峻

で
複
雑
な
地

形
を
考
慮
し

て
、
作
業
シ

ス
テ
ム
は
タ

ワ
ー
ヤ
ー
ダ

等
の
架
線
系

を
中
心
に
、

運
材
に
必

要
な
ト
ラ
ッ

ク
が
走
行
可

能
な
基
幹
的

な
路
網
を
整

備
。
路
網
は
、
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
や
林
業
架

線
の
集
材
距
離
も
考
慮
し
て
、
約
13 

km

（
10
路
線
）を
整
備
し
ま
し
た
。

　

作
業
シ
ス
テ
ム
は
、
ウ
エ
イ
ト
の
大

き
い
急
傾
斜
地
は
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
や
高

性
能
搬
器
に
よ
る
架
線
系
を
、
緩
傾
斜

地
で
は
、
ト
ラ
ク
タ
に
よ
る
車
両
系
を

採
用
。
急
傾
斜
地
で
集
材
距
離
が
中
程

度
の
箇
所
は
、
①
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ

る
伐
倒
↓
②
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
に
よ
る
全

木
集
材
↓
③
プ
ロ
セ
ッ
サ
に
よ
る
枝
払

い
・
造
材
↓
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
運
材
の

流
れ
で
作
業
。
急
傾
斜
地
で
長
距
離
の

場
合
に
は
、
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
の
代
わ
り

作業前 作業後

従来の作業道 屋根型の作業道

急傾斜・中距離
牽引式タワーヤーダ

急傾斜・長距離
架線＋高性能搬器急傾斜・短距離

ウィンチ付トラクタ

●作業システム

座談会の様子

◎特集 森林・林業再生プラン実践事業の取組
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◎特集 森林・林業再生プラン実践事業の取組

に
集
材
機
・
高
性
能
搬
器
を
使
用
し
ま

し
た
。
ま
た
、
緩
傾
斜
地
で
は
集
材
に

ウ
イ
ン
チ
付
き
ト
ラ
ク
タ
を
使
う
シ
ス

テ
ム
を
採
用
し
ま
し
た
。

モ
デ
ル
地
区
で
の
生
産
性
の
検
証
事
例

　

当
地
域
の
地
形
の
特
徴
か
ら
、
タ

ワ
ー
ヤ
ー
ダ
に
よ
る
架
線
系
シ
ス
テ
ム

を
採
用
し
た
新
シ
ス
テ
ム
と
ス
イ
ン
グ

ヤ
ー
ダ
に
よ
る
従
来
シ
ス
テ
ム
を
比
較

す
る
と
、
生
産
性
は
約
２
割
も
向
上（
従

来
シ
ス
テ
ム
６
・
４
㎥
／
人
日
↓
新
シ
ス

テ
ム
７
・
６
㎥
／
人
日
）。
一
方
で
生
産

コ
ス
ト
は
１
０
０
円
下
が
る
と
い
う
結

果
に
な
り
ま
し
た（
従
来
シ
ス
テ
ム
６
、

５
７
０
円
／
㎥
↓
６
、４
７
０
円
／
㎥
）。

　

ス
イ
ン
グ
ヤ
ー
ダ
を
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ

に
切
り
替
え
た
こ
と
で
、
集
材
距
離
が

３
０
０
ｍ
く
ら
い
に
ま
で
広
が
っ
た
こ

と
、
架
設
も
従
来
３
人
で
３
日
か
か
っ

て
い
た
も
の
が
、
１
日
で
完
了
し
、
そ

の
日
か
ら
搬
出
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
集
材
の
効
率
化
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
高
性
能
搬
器
の

導
入
で
集
材
ス
ピ
ー
ド
が
向
上
し
た
こ

と
も
大
き
い
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら

新
シ
ス
テ
ム
の
習
熟
度
が
高
ま
る
こ
と

に
よ
り
さ
ら
な
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
図

ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

欧
州
の
森
づ
く
り
の
考
え
方
に
は
、

当
初
、
驚
か
さ
れ
る
と
同
時
に
戸
惑

い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
研
修
や「
将
来

の
木
施
業
」を
実
践
し
て
い
く
中
で
、

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の
物
事
に
対
す
る
考

え
方
に
共
感
し
、
理
解
で
き
る
部
分

が
次
第
に
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

機
械
導
入
時
の
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

で
の
研
修
以
外
に
メ
ー
カ
ー
技
術
者

が
来
高
し
、
４
日
間
の
研
修
を
受
け

ま
し
た
。
欧
州
の
山
と
比
べ
る
と
日

本
の
地
形
は
尾
根
や
谷
が
多
く
、
架
線

を
張
る
の
は
一
苦
労
で
す
が
、
丁
寧

な
指
導
で
、
現
場
は
大
変
助
か
り
ま

し
た
。
ま
た
、
機
械
自
体
の
安
全
設

計
と
オ
ー
ト
チ
ョ
ー
カ
ー
な
ど
の
活

用
で
、
格
段
に
安
全
性
が
向
上
し
ま

し
た
。
あ
る
作
業
員
は
、
タ
ワ
ー
ヤ
ー

ダ
で
の
作
業
か
ら
ス
イ
ン
グ
ヤ
ー
ダ

で
の
作
業
に
戻
っ
た
際
、
タ
ワ
ー
ヤ
ー

ダ
が
も
の
す
ご
く
安
心
し
て
作
業
が

で
き
る
こ
と
を
実
感
し
た
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

今
回
の
実
践
地
区
で
は
、
地
元
の

理
解
と
協
力
に
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
行

う
こ
と
が
で
き
、
所
有
者
に
も
喜
ん

で
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年

度
以
降
も
、
所
有
者
と
の
合
意
形
成

を
図
り
な
が
ら
、
集
約
化
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題
と
取
組
に
つ
い
て

―
香
美
森
林
組
合
の
三
谷
さ
ん
に

お
話
を
聞
き
ま
し
た
―

●生産性の検証事例（高知県香美地区　タワーヤーダ）

新
た
な
作
業
シ
ス
テ
ム

従
来
の
作
業
シ
ス
テ
ム

生 産 性　  7.6 ㎥ / 人日

生産コスト 6,470円 / ㎥
※架設撤去を除くと
12.4㎥ / 人日4,624円 / ㎥

※生産性及び生産コストは検証の１事例であり、林況、作業システム運用の習熟度合い等により異なる。
※人員配置は概念図であり、実際には毎日同じ工程に専属するなど、柔軟に作業を行っている。

伐 倒
チェンソー
（1人）

造 材
プロセッサ
（0.5人）

積込み
グラップル
（1人）

集 材
タワーヤーダ +オートチョーカー

（1.5 人）

伐 倒
チェンソー
（1人）

枝払い・造材
プロセッサ
（1人）

積込み
グラップル
（1人）

集 材
スイングヤーダ
（2人）

生 産 性　  6.4 ㎥ / 人日

生産コスト 6,570円 / ㎥
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宮崎県森林組合連合会 長友さんにお話を聞きました

静岡県森林組合連合会 高橋さんにお話を聞きました
　

路
網
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
大
型
機
械

が
入
れ
な
い
よ
う
な
未
整
備
の
も
の
が
多

く
、
そ
れ
も
含
め
た
整
備
計
画
作
成
が
今
後

の
課
題
で
す
。
路
網
整
備
を
推
進
す
る
こ
と

で
、
全
木
集
材
に
よ
る
Ｂ
、
Ｃ
材
の
バ
イ
オ

マ
ス
へ
の
活
用
な
ど
、
様
々
な
こ
と
に
取
組

ん
で
い
き
た
い
。

◎特集 森林・林業再生プラン実践事業の取組

　

富
士
地
区
で
は
、
５
箇
所
、
約
30
〜

１
３
０
ha
の
団
地
を
設
定
し
、
森
づ
く
り
は

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
林
の
長
伐
期
・
大
径
林
を
目

指
し
、
列
状
間
伐
も
取
り
入
れ
間
伐
を
繰
り

返
し
て
将
来
形
に
誘
導
す
る
方
針
。

  

ト
ラ
ク
タ
・
ウ
イ
ン
チ
に
よ
る
作
業
シ
ス
テ

ム
と
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
に
よ
る
作
業
シ
ス
テ
ム
を

新
た
に
導
入
し
ま
し
た
。
路
網
は
ト
ラ
ク
タ
系

の
密
度
を
１
０
０
ｍ
／
ha
、
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
系

を
40
ｍ
／
ha
に
設
定
し
て
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
生
産
性
の
検
証

で
は
、
ト
ラ
ク
タ
系
が
従
来
シ
ス
テ
ム
に
比

べ
て
生
産
性
は
２
倍
、
生
産
コ
ス
ト
は
２
分

の
１
と
い
う
飛
躍
的
な
効
率
性
が
得
ら
れ
、

タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
系
で
も
生
産
性
は
３
倍
強
、

生
産
コ
ス
ト
は
半
分
以
下
と
い
う
結
果
の
事

例
が
あ
り
ま
し
た
。

　

11
団
地
、
１
５
２
ha
を
設
定
し
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ

キ
林
の
間
伐
、
択
伐
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
長

伐
期
の
大
径
林
を
目
標
と
す
る
森
づ
く
り
方
針
。

　

路
網
は
林
業
専
用
道
と
作
業
路
を
組
み
合

わ
せ
、
22
路
線
、
21 

km
を
整
備
し
、
一
部
に

は
屋
根
型
路
面
、
素
堀
側
溝
も
採
用
。

　

作
業
シ
ス
テ
ム
は
、
緩
傾
斜
地
で
は
、
リ

モ
コ
ン
付
き
ウ
イ
ン
チ
及
び
ハ
ー
ベ
ス
タ

ヘ
ッ
ド
を
装
着
し
た
ト
ラ
ク
タ
、
急
傾
斜
地

で
は
高
性
能
搬
器
と
自
走
式
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ

に
よ
る
作
業
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
ま
し
た
。

　

機
械
操
作
の
習
熟
が
十
分
で
な
く
、
ト
ラ

ク
タ
系
で
は
生
産
性
、
生
産
コ
ス
ト
と
も
大

幅
に
向
上
す
る
と
こ
ろ
ま
で
に
は
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、、
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
系
で
は
、
生

産
性
で
２
倍
強
、
生
産
コ
ス
ト
も
２
割
減
と

い
う
結
果
の
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

持
続
的
な
森
林
経
営
を
目
指
し
、
２
箇
所
、

各
１
０
０
ha
を
設
定
し
、
将
来
の
直
径
を
ス

ギ
70 

cm
、
ヒ
ノ
キ
60 

cm
を
目
標
と
し
た
森
づ

く
り
。

　

基
幹
的
な
作
業
道
を
６
路
線
、
９
・
６
km
整

備
し
、
路
網
密
度
を
現
在
の
33
ｍ
／
ha
か
ら

65
ｍ
／
ha
ま
で
伸
ば
し
、
平
均
集
材
距
離
を

約
80
ｍ
ま
で
向
上
さ
せ
ま
し
た
。

　

作
業
シ
ス
テ
ム
は
、
リ
モ
コ
ン
ウ
イ
ン
チ

を
装
備
し
た
大
型
ス
キ
ッ
ダ
の
作
業
シ
ス
テ

ム
を
採
用
し
、
集
材
、
造
材
を
ス
キ
ッ
ダ
１

台
で
実
施
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
生
産
性
検
証

事
例
で
は
、
生
産
性
及
び
生
産
コ
ス
ト
と
も

向
上
が
は
か
ら
れ
ま
し
た
。

広島県西部地区の取組

宮崎県椎葉地区の取組

静岡県富士地区の取組

　

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修
で
、
安
全
に
つ
い
て

の
話
が
多
か
っ
た
こ
と
が
と
て
も
印
象
的

で
、
以
前
か
ら
安
全
面
に
は
配
慮
し
て
い
た

が
、
欧
州
の
安
全
装
備
を
導
入
す
る
な
ど
、

よ
り
意
識
が
強
ま
り
ま
し
た
。

　

実
践
期
間
が
や
や
短
か
っ
た
た
め
、
実
践

を
重
ね
れ
ば
、
更
な
る
効
果
が
見
込
め
る
シ

ス
テ
ム
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

全
て
の
森
林
を
一
度
に「
将
来
の
木
施
業
」

に
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
，
今
後
は
モ

デ
ル
林
を
森
林
所
有
者
に
見
て
も
ら
っ
て
，

普
及
を
図
っ
て
行
き
た
い
。
ま
た
、
市
町
や

県
、
林
産
事
業
体
な
ど
と
も
協
力
し
な
が
ら
、

他
地
域
の
モ
デ
ル
に
な
る
よ
う
な
体
制
作
り

を
し
て
い
き
た
い
。

無線式リモコンで操作するリフトライナー

将来の木選定作業

　造材後の運材（牽引荷台に接続）

　将来木の上空

　ウィンチによる集材

　トラクタでの地曳き集材

太田川森林組合 佐々木さんにお話を聞きました




